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材 料 表 
１）セメント材 

分 類 単 位 セメント(kg) 砂(ｍ3) 備       考 

モ ル タ ル (1:2) ｍ3 720.0 0.95 インバート上塗工,二次製品目地モルタル工等 

モ ル タ ル (1:3) 〃 530.0 1.05 二次製品敷モルタル工（空練）等 

備考：マンホール用蓋据付工は、流動性特殊モルタルとする。 

２）コンクリート 

 

 

 

 

 

 

注１）強 度  
 １８ 

 設計強度 
 － 

 ８ 

 スランプ 
 － 

 ２０ 

 最大骨材寸法 
  

注２）一般環境条件の構造物の水セメント比は、無筋コンクリートは60％以下、鉄筋コンクリートは55％以下とすること。 
下水道施設における水密性や耐久性が求められる構造物の水セメント比は55％以下とする。それに伴い、原則として呼び強度24Ｎのコン
クリートを設計・施工に採用することとする。浮力に対する対応や施工幅などを設計条件が決定される場合は24Ｎ以外のコンクリートを
設計・施工へ採用することができることとする。（下水道施設における土木コンクリート構造物の設計についてH13.8.23国交省都市・地
域整備局下水道部） 

 

３）基礎工 
人孔、側溝等の基礎工においては、特に指定されたもの以外は原則として再生クラッシャーラン基礎とする。ただし、地下水が多い場合や

軟弱地盤等において、特別の配慮が必要な場合においては別途考慮すること。 
・地下水が多い場所 …… 砕石基礎 
・軟弱地盤 ……………… 栗石基礎 
・超軟弱地盤 …………… 杭基礎 等  

構 造 分 類 強   度 使    用    区    分 

無 筋 18－8－40 基礎コンクリート，重力式擁壁，均しコンクリート 

鉄 筋 構 造  
24－8－20 特殊人孔，床板，その他大型鉄筋構造物 

24－8－20 ＲＣ橋床板，ボックスカルバート 

小 型 構 造  
18－8－20 

底部工，壁立上り工，副管設置工，管基礎工，側溝，支圧壁，三面水路， 

溜桝（無筋），汚水桝 etc 

24－8－20 人孔蓋，側溝蓋，溜桝（有筋） etc 
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（ 下 水 道 用 管 規 格 ）  
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下水道用硬質塩化ビニル管規格図（１） 

（ＪＳＷＡＳ Ｋ－１） 
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下水道用硬質塩化ビニル管規格図（２） 

（ＪＳＷＡＳ Ｋ－１） 
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下水道用硬質塩化ビニル管規格図（３） 

（ＪＳＷＡＳ Ｋ－１） 
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下水道用硬質塩化ビニル管規格図（４） 

（ＪＳＷＡＳ Ｋ－１） 
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下水道用硬質塩化ビニル管規格図（５） 

（ＪＳＷＡＳ Ｋ－１） 
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下水道用硬質塩化ビニル管規格図（６） 

（ＪＳＷＡＳ Ｋ－１） 
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下水道用硬質塩化ビニル管規格図（７） 

（ＪＳＷＡＳ Ｋ－１） 
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下水道用硬質塩化ビニル管規格図（８） 

（ＪＳＷＡＳ Ｋ－１） 
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下水道用硬質塩化ビニル管規格図（９） 

（ＪＳＷＡＳ Ｋ－１） 
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下水道用硬質塩化ビニル管規格図（10） 

（ＪＳＷＡＳ Ｋ－１） 
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下水道用硬質塩化ビニル管規格図（11） 

（ＪＳＷＡＳ Ｋ－１） 
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下水道用硬質塩化ビニル管規格図（12） 

（ＪＳＷＡＳ Ｋ－１） 
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下水道用硬質塩化ビニル管規格図（13） 

（ＪＳＷＡＳ Ｋ－１） 
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下水道用硬質塩化ビニル管規格図（14） 

（ＪＳＷＡＳ Ｋ－１） 
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下水道用硬質塩化ビニル管規格図（15） 

（ＪＳＷＡＳ Ｋ－１） 
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下水道用硬質塩化ビニル管規格図（16） 

（ＪＳＷＡＳ Ｋ－１） 
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下水道用硬質塩化ビニル管規格図（17） 

（ＪＳＷＡＳ Ｋ－１） 
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下水道用硬質塩化ビニル管規格図（18） 

（ＪＳＷＡＳ Ｋ－１） 
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下水道用硬質塩化ビニル管規格図（19） 

（ＪＳＷＡＳ Ｋ－１） 
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下水道用硬質塩化ビニル管規格図（20） 

（ＪＳＷＡＳ Ｋ－１） 

 
  



 

23 

下水道用硬質塩化ビニル管規格図（21） 

（ＪＳＷＡＳ Ｋ－１） 
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下水道用硬質塩化ビニル管規格図（22） 

（ＪＳＷＡＳ Ｋ－１） 
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下水道用硬質塩化ビニル管規格図（23） 

（ＪＳＷＡＳ Ｋ－１） 
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下水道用硬質塩化ビニル管規格図（24） 

（ＪＳＷＡＳ Ｋ－１） 



 

27 

下水道用硬質塩化ビニル管規格図（25） 

（ＪＳＷＡＳ Ｋ－１） 
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上，下流用マンホール継手（１） 
可とう性継手（貼付タイプ）耐震用継ぎ手、既設のみ使用可 

 

参考寸法とする。 

 
（単位：mm） 

適用管種 管径 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

塩化ビニル管 

100 117 164 264 380 

125 114 191 330 460 

150 168 215 395 560 

200 219 266 466 660 

250 270 317 517 700 

300 321 368 578 800 

ヒューム管用 
200 260 317 517 700 

250 311 368 578 800 

陶管用 
200 248 317 517 700 

250 306 368 578 800 

（備考）参考寸法とする。曲げ角度11度まで可。 

適用削孔径 （単位：mm） 

呼び径 100 125 150 200 250 300 

削孔径 150～200 175～230 200～260 250～300 300～370 355～430 
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上，下流用マンホール継手（２） 
可とう性継手（拡張バンドタイプ）
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上，下流用マンホール継手（３） 
 

くら型継手 

 
単位：㎜ 

呼び径 Ｄ ｄ 
ｔ 

（参考） 

組立１号マンホール 組立特1号マンホール 

Ｌ±10 Ｒ Ｌ±10 Ｒ 

150 176 166.2±0.6 

5.5 

80 525 80 375 

200 230 217.3±0.6 80 525 80 375 

250 284 268.6±0.8 80 525 80 375 

300 338 319.9±0.9 

6.0 

 

80 525 － － 

350 393 372.2±1.0 80 525 － － 

400 446 422.5±1.1 80 525 － － 

450 499 472.8±1.2 80 525 － － 

500 552 523.1±1.3 80 525 － － 

備考：参考寸法とする。曲げ角度 ３度 
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上，下流用マンホール継手（４）（参考） 
急勾配用可とう性継手 

 
組立１号マンホール用                          組立特１号マンホール用 

単位：㎜                                単位：㎜ 

呼 び 径 ｄ Ｄ Ｄ１ Ｒ Ｌ Ｌ１(最大)  

 

 

呼 び 径 ｄ Ｄ Ｄ１ Ｒ Ｌ Ｌ１(最大) 

150×1050 166.2 226 239 525 210 75 150×750 166.2 226 239 375 210 75 

200×1050 217.3 279 293 525 225 75 200×750 217.3 279 293 375 225 75 

250×1050 268.6 334 348 525 235 75 250×750 268.6 334 348 375 235 75 

備考１．使用原管は、JIS K6741（鋼製塩化ビニル）のＶＵ管とする。 

２．砂付け加工を施し、発砲ゴムを装着することとする。 

３．許容差のない寸法は、参考値とする。 

４．曲げ角度は10度まで可。  
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上，下流用マンホール継手（参考） 
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上，下流用マンホール継手（参考） 
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鉄筋コンクリ－ト管規格図（１） 

（ＪＳＷＡＳ Ａ－１） 
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鉄筋コンクリ－ト管規格図（２） 

（ＪＳＷＡＳ Ａ－１） 
Ｂ形の形状、寸法及び寸法の許容差 
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鉄筋コンクリ－ト管規格図（３） 

（ＪＳＷＡＳ Ａ－１） 
ＮＢ形の形状、寸法及び寸法の許容差 
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鉄筋コンクリ－ト管規格図（４） 

（ＪＳＷＡＳ Ａ－１） 
Ｃ形の形状、寸法及び寸法の許容差 
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鉄筋コンクリ－ト管規格図（５） 

（ＪＳＷＡＳ Ａ－１） 
ＮＣ形の形状、寸法及び寸法の許容差 
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（ 管 基 礎 工 ）  
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硬質塩化ビニル管基礎図 

 

〔単位:㎜〕    

呼び径 
内 径 

ｄ 

外 径 

Ｂｃ 

管 厚 

Ｔ 

基礎厚 

Ｃ 
Ｈ ｈ1 ｈ 

掘削幅 

Ｂ 

建込土留 

残土係数 

(ｍ3/ｍ) 

150 150 165 7.5 100 107.5 265 365 850 0.0214 

200 200 216 8.0 100 108.0 316 416 900 0.0366 

250 250 267 8.5 150 158.5 367 517 950 0.0560 

300 300 318 9.0 150 159.0 418 568 1,000 0.0794 

350 350 370 10.0 150 160.0 470 620 1,050 0.1075 

400 400 420 10.0 150 160.0 520 670 1,100 0.1385 

450 450 470 10.0 150 160.0 570 720 1,150 0.1735 

500 500 520 10.0 200 210.0 620 820 1,200 0.2124 

600 600 630 15.0 200 215.0 730 930 1,350 0.3117 

計算式   (Bc-d)×1/2  Ｃ＋Ｔ 100＋Ｂc ｈ1＋Ｃ  π/4×Ｂc２ 
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鉄筋コンクリート管基礎工標準図 
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（ 土  工 ）  
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土工標準断面図（土留有） 
 

 
埋 戻 し 施 工 基 準 

  

埋戻し区分 施 工 基 準 

Ａ 
（管路部） 

埋設物の天端から１０㎝までの埋戻しについては、原則山砂とする。 
埋設物に影響がないよう注意し、原則として一層の厚さが２０㎝越えない範囲で一層ごとに人力または機械により埋戻し、十分に締固めを行う

ものとする。 

Ｂ 
（路体部） 

埋設物の天端から１０㎝を越え、舗装工下までの埋戻しについては、材料は山砂とする。ただし、砂利道において良質であると認められる発生
土については、道路管理者の承諾を得て、使用することができるものとする。 
埋戻しについては、原則として一層の厚さが２０cmを越えない範囲で、人力または機械により埋戻し、締固めについてはタンパー等を用いて十

分に締固めるものとする。なお、機械による投入の場合は、管に衝撃を与えないように注意する。 

Ｃ 
（路床部） 

舗装及び砂利部から下方約0.5ｍまでの路床部については、材料は山砂とする。ただし、砂利道において良質であると認められる発生土につい
ては、道路管理者の承諾を得て、使用することができるものとする。 
埋戻しについては、原則として一層の厚さが20ｃｍを超えない範囲で、人力または機械により埋戻し、締固めについてはタンパー等を用いて十

分に締め固めるものとする。ただし、掘削幅が広く支保工等に支障がなく、機械施工が可能な場合においてはブルドーザ等による敷均し、締固め
を施工することができるものとする。なお、機械による投入の場合は、管に衝撃を与えないように注意する。 

備  考 埋戻しについては、各材料の最適含水比により十分に締固めるものとする。 



 

45 

土工標準断面図（素掘） 
 

直 堀 り 

 

 

 

 

注１）埋設シートは、管頂＋300㎜の位置とする。 

注２) 自立する地山に限る。採用にあたっては、周辺の家屋の状況、地下埋設物への影響を考慮し、 

土留工法と比較検討し採用する。 
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硬質塩化ビニル管の掘削幅 
 

 

 

（単位：㎜） 

管種 内 径 
建 込 簡 易 

土 留 工 法 

軽 量 

建 込 工 法 

ア ル ミ 矢 板 

建 込 工 法 

軽 量 矢 板 

打 込 工 法 

鋼 矢 板 Ⅱ 型  

打 込 工 法 

塩 

 

ビ 

 

管 

150 850 850 850 850 950 

200 900 900 900 900 1000 

250 950 950 950 950 1050 

300 1000 1000 1000 1000 1100 

350 1050 1050 1050 1050 1150 

400 1100 1100 1100 1100 1200 

450 1150 1150 1150 1150 1250 

500 1200 1200 1200 1200 1300 

600 1300 1350 1300 1350 1450 
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鉄筋コンクリート管の掘削幅集計表 
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（ 土 留 ・ 路 面 覆 工 ）  
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建込土留工早見表（建込簡易土留）及び土留工構造図（参考） 
 

 

 

掘削深 

（ｍ） 
機材型式 

掘削幅3.0ｍ未満参考重量 

（ｔ／１セット（30ｍ）） 

Ｈ≦1.50 1.5型 9.0 

1.5＜Ｈ≦2.0 2.0型 12.0 

2.0＜Ｈ≦2.5 2.5型 14.6 

2.5＜Ｈ≦3.0 3.0型 18.4 

3.0＜Ｈ≦3.5 3.5型 23.0 

 

※パネル厚は、メーカーによって異なる。  
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建込土留工早見表（アルミ・軽量鋼矢板） 
 

 

 

 

 

土留構造図 

タ イ プ 

掘 削 深 

（ｍ） 

土 留 工 軽量金属支保工 

備  考 土 留 長 

（ｍ） 
段  数 

① 0.90≦Ｈ＜1.30 1.50 1 
 腹起し：アルミ製 

幅110～120㎜ 

Ｌ＝４ｍ 

 切 梁：水圧式 

 

① 1.30≦Ｈ＜1.80 2.00 1 

① 1.80≦Ｈ＜2.00 2.50 1 

② 2.00≦Ｈ＜2.30 2.50 2 

② 2.30≦Ｈ＜2.80 3.00 2 

② 2.80≦Ｈ＜3.30 3.50 2 

② 3.30≦Ｈ＜3.50 4.00 2 

③ 3.50≦Ｈ＜3.80 4.00 3 
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土留工構造図（参考） 
 タイプ① （アルミ・軽量鋼矢板 Ｌ＝1.50～2.50ｍ） 

（掘削深 0.90≦Ｈ＜2.00ｍ） 
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土留工構造図（参考） 
 タイプ② （アルミ・軽量鋼矢板 Ｌ＝2.50～4.00ｍ） 

（掘削深 2.00≦Ｈ＜3.50ｍ） 
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土留工構造図（参考） 
 タイプ③ （アルミ・軽量鋼矢板 Ｌ＝4.00） 

    （掘削深 3.50≦Ｈ＜3.80ｍ） 
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土留工構造図 
 

打 込 参 考 
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土留工の標準タイプの使用区分表 
 

 

名  称 施  工  方  法 土質条件 
土 留 材 支 保 工 

適用掘削深 
（ｍ） 

備  考 
種 類 規   格 段  数 腹起し厚 切り梁 

建込簡易土留
方式（縦梁 
ﾌﾟﾚｰﾄ方式） 

下部・上部ボックスを組立
後、掘削箇所にボックスを
押込み、床付まで掘削する。 

矢板の根入れがない
ので、家屋等及び地下
水の影響がない場合 

パネル １組の長さ 2～3m 1～3段 － 
圧力配管用

鋼管 
6.0ｍ以下 標準工法とする。 

軽量鋼 
・ 

アルミ矢板 
建込み方式 

掘削機械により掘削と共に
土留材の建込みを行う。 
常に 0.2ｍ以上の根入れ長
を確保する。 

自立する地盤 

軽量鋼矢板 

0.5mピッチ 1.5～4.0m 
Ⅰ型 ｌ＝1.5～2.5mⅠ型を標
準使用とするが、Ⅱ型を用いる
ことも可能とする。 
Ⅱ型 ｌ＝2.5～4.0m 
幅 250mm 

１段 アルミ製 
ﾊﾟｲﾌﾟ 
ｻﾎﾟｰﾄ 

(水圧式) 
2.0ｍ未満 

地下埋設物の影響があ
る場合有水及び土質等
により十分検討するこ
と。 ２段 〃 〃 2.0～3.5 

アルミ矢板 
ｌ＝1.5～4.0m 
幅 333ｍ ３段 〃 〃 3.5～3.8 

打込方式 
土留材を両側共先に打込
み、掘削と共に支保工を設
置する。 

自立しない地盤（地下
水がある場合） 

軽量鋼矢板 
0.5mピッチ 3.0～5.0m 
Ⅲ型幅 333mm 

１～３段 
アルミ製 
or鋼 

ﾊﾟｲﾌﾟ 
ｻﾎﾟｰﾄ 

(水圧式) 
2.5～4.5 

矢板の規格、長さ及び支
保工段数、規格は構造計
算により決定する。 

鋼矢板 
0.5mピッチ 5.0～8.0m 
FSPⅡ型幅 400mm 
FSPⅡ型以上 

１～３段 Ｈ鋼 Ｈ鋼 4.5～6.5 
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土留工施工図（建込方式） 
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作業終了後の安全対策 
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土留材の規格（１） 
 

 

         アルミ矢板                    アルミ矢板規格性能 
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土留材の規格（２） 
 

 

 

軽 量 鋼 矢 板  
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土留材の規格（３） 
 

 

 

 

鋼 矢 板 
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土留材の規格（４） 
Ｈ 形 鋼 （ 生 材 ） 

 
備考 呼称寸法の同わく内に属するものは、内のり高さが一定である。  
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土留材の規格（５） 
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土留材の規格（６）（参考） 

 

アルミ製腹起し規格図 
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土留材の規格（７）（参考） 
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路面覆工（参考図） 
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（ マ ン ホ ー ル 設 置 工 ）  
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組立マンホール製品組立図（参考図） 

0号組立マンホール（φ750mm） 
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組立マンホール製品組立図（参考） 

１号組立マンホール（φ900mm） 
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組立マンホール製品組立図（参考） 

２号組立マンホール（φ1200mm） 

 

※マンホール深が5ｍ以上になれば3～5ｍごとにFRP製中間スラブを設ける。 
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組立マンホール製品組立図（参考） 

３号組立マンホール（φ1500mm） 

 
※マンホール深が5ｍ以上になれば3～5ｍごとにFRP製中間スラブを設ける。 
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楕円マンホール構造図（参考図） 

（900mm×600mm） 
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組立マンホール上部側塊継手部の形状 
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人孔蓋ちょう番及び足掛金物設置位置 
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インバート図 
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マンホール取付工 
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副管取付標準図 

（内径100㎜副管） 

 

注１：組立人孔の場合は砂付短管は不要とする。 

副管は、上下流の管底段差60㎝以上の時に設置する。 

 

 

注２：副管部の直上流部に本管接続を設ける。（計画に当っては別途担当者と協議すること。） 

(社)下水道協会 下水道施設耐震計算例-管路施設編-Q&A（問6.4）参照 

 

90°

支管

（個）

カラー

（個）

ﾌﾟﾚｰﾝ

エンド

直管

（本）

90°

曲管

（本）

砂付短管

[注]

（本）

特殊

接合剤

（ｇ）

接合剤

（ｇ）

B

（ｍ）

ｂ

（ｍ）

Ｈ

（ｍ）

コンク

リート

（ｍ3）

型枠

（ｍ2）

1.0 1.0 1.0 0.17 1.0 1.0 250
15×3

45
1.59 0.12 1.33

1.5 1.0 1.0 0.29 1.0 1.0 〃 〃 2.09 0.16 1.76

2.0 1.0 1.0 0.42 1.0 1.0 〃 〃 2.59 0.2 2.18

2.5 1.0 1.0 0.54 1.0 1.0 〃 〃 3.09 0.24 2.61

　　項目

管口

　径

（呼び）

副管

段差

ｈ

（ｍ）

硬　質　塩　化　ビ　ニ　ー　ル　管 接　合　剤
コンクリート・巻立

（組立１号の場合）

150 0.35 0.25
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副管取付標準図 

（内径150㎜副管） 

 

 

 

注１：組立人孔の場合は砂付短管は不要とする。 

副管は、上下流の管底段差60㎝以上の時に設置する。 

 

 

注２：副管部の直上流部に本管接続を設ける。（計画に当っては別途担当者と協議すること。） 

(社)下水道協会 下水道施設耐震計算例-管路施設編-Q&A（問6.4）参照 

 

90°

支管

（個）

カラー

（個）

ﾌﾟﾚｰﾝ

エンド

直管

（本）

90°

曲管

（本）

砂付短管

[注]

（本）

特殊

接合剤

（ｇ）

接合剤

（ｇ）

B

（ｍ）

ｂ

（ｍ）

Ｈ

（ｍ）

コンク

リート

（ｍ3）

型枠

（ｍ2）

1.0 1.0 1.0 0.15 1.0 1.0 375
30×3

90
1.64 0.16 1.60

1.5 1.0 1.0 0.27 1.0 1.0 〃 〃 2.14 0.21 2.10

2.0 1.0 1.0 0.40 1.0 1.0 〃 〃 2.64 0.26 2.60

2.5 1.0 1.0 0.52 1.0 1.0 〃 〃 3.14 0.31 3.10

200 0.4 0.3

　　項目

管口

　径

（呼び）

副管

段差

ｈ

（ｍ）

硬　質　塩　化　ビ　ニ　ー　ル　管 接　合　剤
コンクリート・巻立

（組立１号の場合）
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副管取付標準図 

（内径200㎜、250㎜副管） 

 

 
注１：組立人孔の場合は砂付短管は不要とする。 

副管は、上下流の管底段差が60cm以上の時に設置する。 

 
 

注２：副管部の直上流部に本管接続を設ける。（計画に当っては別途担当者と協議すること。） 

(社)下水道協会 下水道施設耐震計算例-管路施設編-Q&A（問6.4）参照 

本管径250～400mm 副管径200mm ａ＝100mm ｂ＝196mm ｃ＝160mm ｄ＝25～100mm 

本管径450mm    副管径250mm ａ＝125mm ｂ＝225mm ｃ＝200mm ｄ＝100mm 

90°

支管

（個）

カラー

（個）

ﾌﾟﾚｰﾝ

エンド

直管

（本）

90°

曲管

（本）

砂付短管

[注]

（本）

特殊

接合剤

（ｇ）

接合剤

（ｇ）

B

（ｍ）

ｂ

（ｍ）

Ｈ

（ｍ）

コンク

リート

（ｍ3）

型枠

（ｍ2）

1.0 1.0 1.0 0.13 1.0 1.0 500 55×3　165 1.69 0.24 1.97

1.5 1.0 1.0 0.25 1.0 1.0 〃 〃 2.19 0.31 2.57

2.0 1.0 1.0 0.38 1.0 1.0 〃 〃 2.69 0.38 3.17

2.5 1.0 1.0 0.50 1.0 1.0 〃 〃 3.19 0.45 3.77

1.0 1.0 1.0 0.12 1.0 1.0 500 55×3　165 1.74 0.24 2.01

1.5 1.0 1.0 0.25 1.0 1.0 〃 〃 2.24 0.31 2.61

2.0 1.0 1.0 0.37 1.0 1.0 〃 〃 2.74 0.38 3.21

2.5 1.0 1.0 0.50 1.0 1.0 〃 〃 3.24 0.45 3.81

1.0 1.0 1.0 0.12 1.0 1.0 500 55×3　165 1.79 0.24 2.04

1.5 1.0 1.0 0.24 1.0 1.0 〃 〃 2.29 0.31 2.64

2.0 1.0 1.0 0.37 1.0 1.0 〃 〃 2.79 0.38 3.24

2.5 1.0 1.0 0.49 1.0 1.0 〃 〃 3.29 0.45 3.84

1.0 1.0 1.0 0.11 1.0 1.0 500 55×3　165 1.84 0.24 2.07

1.5 1.0 1.0 0.24 1.0 1.0 〃 〃 2.34 0.31 2.67

2.0 1.0 1.0 0.36 1.0 1.0 〃 〃 2.84 0.38 3.27

2.5 1.0 1.0 0.49 1.0 1.0 〃 〃 3.34 0.44 3.87

1.0 1.0 1.0 0.09 1.0 1.0 500 55×3　165 1.89 0.25 2.19

1.5 1.0 1.0 0.21 1.0 1.0 〃 〃 2.39 0.32 2.81

2.0 1.0 1.0 0.34 1.0 1.0 〃 〃 2.89 0.38 3.44

2.5 1.0 1.0 0.46 1.0 1.0 〃 〃 3.39 0.45 4.06

0.35

0.35

0.35

0.35

0.35

300

350

400

450

0.5

0.5

0.5

0.5

0.55

副管

段差

ｈ

（ｍ）

硬　質　塩　化　ビ　ニ　ー　ル　管 接　合　剤
コンクリート・巻立

（組立１号の場合）
　　項目

管口

　径

（呼び）

250
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内副管マンホール継手標準設置図 
 200－150Ｓ（下流受口タイプ） 

（Ｈ＞1,000） 
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マンホール用ふた 
 

 

 

熊本市下水道用鋳鉄製マンホールふた性能規定書により行うこと。 

・φ600 Ｔ－25（車） 

・φ600 Ｔ－14（歩） 

・φ300 Ｔ－25（車） 

・φ300 Ｔ－14（歩） 
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管理番号キャップの採番ルール 
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管理番号キャップの採番ルール 
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管理番号キャップの採番ルール 
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ＦＲＰ中間スラブ構造図（参考） 

φ1200用（後付用） 
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FRP中間スラブ構造図（参考） 

φ1500用（後付用） 
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FRP中間スラブ構造図（参考） 

φ900用（現場打用） 
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FRP中間スラブ構造図（参考） 

φ1200用（現場打用） 

 

  



 

88 

FRP中間スラブ構造図（参考） 

φ1500用（現場打用） 

 



 

89 

小型マンホール構造図 
 

（１）小型マンホールの設置基準 

 

（２）使用区分 

小型マンホールの使用区分は下表を標準とする。 

種 別 規 格 ふた種別 ふた呼び 荷重 使用区分 

小型コンクリート製 

マンホール 
ＣＭ30 

コンクリート製用 

マンホールふた 

（性能規定） 

呼び300 

（直接ふた） 

Ｔ－25 

Ｔ－14 

国道、県道、 

一般車道、 

その他の道路 

小型レジン 

コンクリート製 

マンホール 

ＲＭＣ 

30 

レジンコンクリート製用 

マンホールふた 

（性能規定） 

呼び300 

（直接ふた） 

Ｔ－25 

Ｔ－14 

腐食対策が必要な 

場合に使用する。 

※１ 車道は全てＴ－２５、車道（乗込含む）歩道はＴ－１４を標準とする。 

※２ ふたについては、性能規定書を参照のこと。 

※３ 管渠設計要領編P5-15を参照。 

 

 

 

① 道路幅が狭く、１号又は楕円マンホールの設置が難しい場合。 

② 小型マンホール深は2.0ｍを標準とする。ただし、現場条件等によりやむを得ない場合は3.0ｍまでとする。 

③ 本管は塩ビ管φ150㎜、φ200㎜とする。 

④ 起点及び中間部で上流及び下線部のどちらかが通常のマンホールであること。 

⑤ 将来流入がない70ｍ以下の路線での各マンホールで、最大間隔は30ｍ以内とする。 

⑥ 小型マンホールの内径はφ300㎜とする。 

⑦ 本管の合流がない場合。 

⑧ タイプは標準として４タイプとする。 

 1.起点  2.中間点取付管有 

3.中間点取付無 4.曲点（θ＝15°～90°） 
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小型塩ビ製マンホール標準構造図 
 

起 点 
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小型塩ビ製マンホール標準構造図 
 

中間点 取付管有 
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小型塩ビ製マンホール標準構造図 
 

中間点 取付管無 
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小型塩ビ製マンホール標準構造図（参考） 
 

曲点（θ＝15°～90°） 
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小型コンクリート製マンホール設置標準図 

※ＪＳＭＫ1-40、1-60を使用する場合は、上下流の落差を20mm以上とする。 

接合部

斜壁・直壁・管取付壁接合部調整リング

底付管取付壁

CM30B(JSMK1-40･-60）　　　　　　　　　　CM30B(JSMK2-40)

調整リング

CM30R(JSMR10･15)

斜壁

CM30T(JSMY19)

直壁

CM30S(JSMT20～100）

底版

CM30P（JSMB)



 

95 

小型レジン製マンホール設置標準図（１） 
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小型レジン製マンホール設置標準図（２） 

 
 起点  

管きょ径 
インバート 

タイプ名 

φ150 NRMC30(C)-370（150）キテン 

φ200 NRMC30(C)-370（200）キテン 

 

 中間点・曲点  

管きょ径 
インバート 

可動角度（θ） 
タイプ名 

φ150 

NRMC30(C)-370（150）90/270ド 90°（270°） 
＋7.5 
(-7.5°) 

NRMC30(C)-370（150）105/225ド 105°（255°） 
＋7.5 
(-7.5°) 

NRMC30(C)-370（150）120/240ド 120°（240°） ±7.5° 

NRMC30(C)-370（150）135/225ド 135°（225°） ±7.5° 

NRMC30(C)-370（150）150/210ド 150°（210°） ±7.5° 

NRMC30(C)-370（150）165/195ド 165°（195°） ±7.5° 

NRMC30(C)-370（150）180ド 180° ±7.5° 

 

 中間点・曲点  

管きょ径 
インバート 

可動角度（θ） 
タイプ名 

φ200 

NRMC30(C)-370（200）90/270ド 90°（270°） 
＋7.5 
(-7.5°) 

NRMC30(C)-370（200）97.5/262.5ド 97.5°（262.5°） 
＋7.5 
(-7.5°) 

NRMC30(C)-370（200）105/225ド 105°（255°） 
＋7.5 
(-7.5°) 

NRMC30(C)-370（200）120/240ド 120°（240°） ±7.5° 

NRMC30(C)-370（200）135/225ド 135°（225°） ±7.5° 

NRMC30(C)-370（200）150/210ド 150°（210°） ±7.5° 

NRMC30(C)-370（200）165/195ド 165°（195°） ±7.5° 

NRMC30(C)-370（200）180ド 180° ±7.5° 
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小型レジン製マンホール標準組立図 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊＊特記事項＊＊ 

１）上部壁は、受枠とボルトにより連列する構造であ

り、受枠のひずみを防止する目的から、高さ調整コ

マを３ヶ所、受枠と上部壁の間に挿入し、均等にナ

ットを締め付ける。 

２）施工時における組合せは、設計図書に拘束されな

い。 

種 類 高   さ（㎜） 

上 部 壁  Ｈ１＝200 

中 間 壁  Ｈ２＝100，150，300，400，500，600，900 

インバート  Ｈ３＝370 

底 版  Ｈ４＝70 
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小型レジン製マンホールインバート構造図 
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小型塩ビ製マンホール用鉄蓋構造図 

Ｔ－２５（参考図） 
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小型塩ビ製マンホール用鉄蓋構造図 

Ｔ－１４（参考図） 
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小型塩ビ製マンホール用鉄蓋構造図 

Ｔ－２５（組立図）（参考図） 
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小型塩ビ製マンホール用鉄蓋構造図 

Ｔ－１４（組立図）（参考図） 
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小型塩ビ製マンホール用底板構造図 

（参考図） 
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（ 汚 水 桝 及 び 取 付 管 布 設 工 ）  
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小口径桝設置標準図 

（宅地内） 
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小口径桝設置標準図 

（車道） 
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小口径汚水桝標準図 
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小口径汚水桝用保護蓋構造図 
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取付管土工断面図 

 

 

※掘削深1.5ｍ以上の場合、本管布設土工図（土留有）による。 

埋設シートは、管頂＋300㎜の位置とする。        
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舗装復旧工（参考） 

 


